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日韓古代の比較年代資料の測定（第ｉ報）

渡 辺 誠
名古屋大学文学部史学科
〒４６４名古屋市千種区不老町

日本と韓国の緊密な交流は、従来の見解では日本へ稲作の伝播した弥生時代以降と
みなされていた。しかし近年の筆者等の研究では、もっと古く縄文時代前期までさか
のぼることが判明しつつある［１］。韓国の南海岸と西北九州とは、多島海海域とい
う環境条件を共有して連続的であり、そこで外洋型の漁業が活発に行われ漁民の交流
が盛んであったことが、その実体である。具体的には相互にまたがる漁具の分布によ
って知ることができるのであるが、しかし相互の所属時期の年代比定は十分ではない。
これは編年の基礎となる相互の土器の共伴関係に恵まれた遺跡が少ないことに、主な
原因がある。
また縄文時代の漁民の交流の上に稲作等々の新来の文化が伝播するのであるが、そ

の実年代も中国との関係をも含めて重要である。これによっては稲作の伝播や弥生時
代理解の背景に、大きな変化を生じる可能性が含まれている。
以上のような観点から、朝鮮海峡を挟んだ地域のＣ１４年代の測定および整備を行う

ことは、研究の基礎的作業として不可欠なことであると考えられる。今回はその作業
の第１報として、これまでの測定値とその資料的背景に限定して、報告を行うことと
する。
２．測定資料
こ れ ま で 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー に お い て 測 定 さ れ た 韓 国 関 係 資 料 は

１９８７年の勒島貝塚資料に始まり、１９９０年の松島貝塚資料まで７遺跡１９件である。それ

ら の 測 定 結 果 は 第 １ 表 に 示 す と お り で あ り 、 そ れ ら の 遺 跡 の 分 布 は 第 １ 図 に 示 す と お

りである。

そ れ ら の 内 訳 は 、 新 石 器 時 代 遺 跡 ３ 遺 跡 ６ 件 、 青 銅 器 時 代 遺 跡 ２ 遺 跡 ２ 件 、 そ し て

原 三 国 時 代 遺 跡 ２ 遺 跡 １ １ 件 で あ る 。 こ の う ち 原 三 国 時 代 遺 跡 の ２ 遺 跡 は い ず れ も 貝 塚

で あ り 、 筆 者 も 発 掘 調 査 に 参 加 す る 機 会 を 得 て 、 資 料 は 自 身 で 採 取 し た も の も 含 ま れ

ている。
ま た こ れ ら に 関 連 す る 韓 国 の 編 年 表 は 、 第 １ 表 に 示 す と お り で あ る ［ ２ ］ 。 日 本 と

の 関 係 は 右 欄 タ ト に 付 記 し た と お り で あ る 。

次 に 各 測 定 資 料 に つ い て 、 そ の 背 景 を 時 代 別 に 検 討 す る 。
３ ． 新 石 器 時 代 の 資 料

３ - １ ） 松 島 貝 塚

も っ と も 古 い 年 代 が 測 定 さ れ て い る の は 、 全 羅 南 道 麗 川 郡 突 山 邑 松 島 に 位 置 す る 松

島 貝 塚 の 資 料 で あ る 。 こ の 遺 跡 は １ ９ ８ ９ 年 に 国 立 光 州 博 物 館 に よ っ て 発 掘 さ れ た 貝 塚 を
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伴 う 集 落 遺 跡 で あ り 、 第 ３ 層 よ り 住 居 址 が １ 基 発 掘 さ れ て い る ［ ３ ］ 。

測 定 資 料 は 、 こ の 住 居 址 の 炉 付 近 よ り 検 出 さ れ た 木 片 １ 点 と 、 第 ４ 層 よ り 検 出 さ れ
た 木 片 １ 点 で あ り 、 測 定 値 と Ｂ Ｃ 換 算 値 は 次 の と お り で あ る 。 両 者 の 数 値 は き わ め て 近
１、ゝ。

Ｎ０．１（炉址付近）５４４０±１７０ＢＰ（ＮＵＴＡ-１３３４）３４９０±１７０ＢＣ

Ｎ０．２（第４層）５４３０±１７０ＢＰ（ＮＵＴＡ-１３３５）３４８０±１７０ＢＣ

こ の 年 代 は 新 石 器 時 代 の 前 期 に 相 当 す る 。

３ - ２ ） 山 登 貝 塚

こ れ に 次 ぐ の は 、 慶 尚 南 道 統 営 郡 欲 知 面 上 老 大 島 に 位 置 す る 山 登 貝 塚 の 資 料 で あ る 。

こ の 遺 跡 は １ ９ ８ ８ 年 に 釡 山 水 産 大 学 博 物 館 に よ っ て 発 掘 さ れ た 貝 塚 を 伴 う 集 落 遺 跡 で あ

る［４］。

測 定 資 料 は 、 第 Ｉ Ｉ 地 区 の 柱 状 サ ン プ ル （ 第 ２ 図 ） よ り 、 最 下 層 の 若 干 貝 を 混 じ え る
茶 色 粘 土 質 土 層 （ Ⅵ 層 ） 中 の イ ガ イ と 、 第 ３ 層 下 部 に お い て 検 出 さ れ た 埋 葬 さ れ た 少

年 骨 の 肋 骨 で あ り 、 そ れ ら の 測 定 値 と Ｂ Ｃ 換 算 値 は 次 の と お り で あ る 。

Ｎ０．１（イガイ）４６６０±１３０ＢＰ（ＮＵＴＡ-６７８）２７１０±１３０ＢＣ

Ｎ０．２（イガイ）４３６０±１１０ＢＰ（ＮＵＴＡ-６７９）２４１０±１１０ＢＣ

Ｎ０．３（ヒト肋骨）３１７０±１００ＢＰ（ＮＵＴＡ-９７５）１２２０±１００ＢＣ

こ の 年 代 は 、 前 ２ 者 は 新 石 器 時 代 中 期 後 半 。 後 者 は 同 前 半 に 相 当 す る 。 各 層 出 土 の

土 器 と も 矛 盾 は な い 。
３ - ３ ） 鳳 渓 里 遺 跡

本 遺 跡 は 、 慶 尚 南 道 映 川 郡 鼠 山 面 鳳 渓 里 に 位 置 す る 新 石 器 ～ 青 銅 器 時 代 の 集 落 、 お

よ び 原 三 国 時 代 の 伽 耶 古 墳 群 な ど の 複 合 遺 跡 で あ る 。 東 亜 大 学 校 博 物 館 に よ っ て 前 者
は８６年に、後者は１９８７～８８年に発掘された［５］。

そ の う ち 新 石 器 時 代 の 鳳 渓 里 Ⅲ 期 に 属 す る 第 ９ 号 住 居 址 か ら は 、 ド ン グ リ 類 の 実 （

子 葉 ） と オ ニ グ ル ミ の 殼 （ 核 ） が 検 出 さ れ た 。 朝 鮮 半 島 の 新 石 器 ～ 青 銅 器 時 代 遺 跡 に
お い て は 、 ド ン グ リ 類 は ７ 番 目 、 オ ニ グ ル ミ は 初 め て の 出 土 で あ る ［ ６ ］ 。 測 定 資 料

と し て は 、 後 者 の 一 部 分 を 使 用 し た 。 そ の 測 定 値 と 叩 換 算 値 は 次 の と お り で あ る 。
４０６０±１５０ＢＰ（ＮＵＴＡ-１０３４）２１１０±１５０ＢＣ

こ の 年 代 は 、 新 石 器 時 代 中 期 後 半 に 相 当 す る 。 鼠 渓 里 Ⅲ 期 の 土 器 と も 矛 盾 は な い 。
４ ． 青 銅 器 時 代 の 資 料

４ - １ ） 松 菊 里 遺 跡

本 遺 跡 は 、 忠 清 南 道 扶 余 郡 草 村 面 松 菊 里 に 位 置 す る 著 名 な 青 銅 器 時 代 の 集 落 遺 跡 で

あ る 。 長 期 に わ た っ て 国 立 中 央 博 物 館 に よ っ て 発 掘 さ れ て い る が 、 測 定 資 料 は １ ９ ８ ５ 年

に 発 掘 さ れ た ５ ４ - ５ 号 住 居 址 の 炭 化 材 で あ る ［ ７ ］ 。 こ の 住 居 址 は 焼 失 家 屋 で あ り 、 垂

木 等 の 配 置 が よ く わ か る 好 資 料 で あ る が 、 そ の 一 部 を 測 定 し た （ 第 ３ 図 ） 。 そ の 測 定
値 と 換 算 値 は 次 の と お り で あ る 。

２５００±９０ＢＰ（ＮＵＴＡ-９１７）５５０±９０ＢＣ

こ の 年 代 は 、 青 銅 器 時 代 前 期 に 相 当 す る 。
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な お こ の 炭 化 材 は 、 名 古 屋 大 学 農 学 部 の 木 方 洋 二 教 授 に よ っ て 、 次 の よ う に 報 告 さ

れて い る ［ ８ ］ 。
『 コ ナ ラ 属 、 コ ナ ラ 亜 属 、 コ ナ ラ 節 の 材 で あ る と 判 定 し た 。 こ れ に は コ ナ ラ ー カ シ

ワ ー ナ ラ ガ シ ワ ・ モ ン ゴ リ ナ ラ ー ミ ズ ナ ラ が あ る 』 。

４ - ２ ） 大 谷 里 遺 跡

本 遺 跡 は 、 全 羅 南 道 和 順 郡 道 谷 面 大 谷 里 に 位 置 す る 青 銅 器 時 代 の 遺 跡 で 、 国 立 中 央

博 物 館 に よ っ て 発 掘 さ れ て い る が ま だ 報 告 さ れ て い な い 。 測 定 資 料 は く り 抜 き の 木 棺
の 棺 材 で、 そ の 測 定 値 と Ｂ Ｃ 換 算 値 は 次 の と お り で あ る 。

２２００±９０ＢＰ（ＮＵＴＡ-９１６〉２５０±９０ＢＣ
こ の 年 代 は 、 青 銅 器 時 代 後 期 に 相 当 す る 。

な お こ の 炭 化 材 は 、 名 古 屋 大 学 農 学 部 の 木 方 洋 二 教 授 に よ って、 ノグル ミ （ Ｐ ｌ ａ ｔ ｙ ｃ
ａｒｙａｓｔｒｏｔ）ｉｌａｃｅａ）と報告されている［９］。

ノ グ ル ミ は サ ワ グ ル ミ と 異 な り 暖 地 性 で 、 か つ 香 木 で あ り 棺 材 に ふ さ わ し い 。 日 本

の 古 墳 時 代 前 期 の 割 竹 形 木 棺 も ヒ ノ キ と コ ウ ヤ マ キ と い う 香 り の よ い 材 を 使 用 し て い

る の で 、 ノ グ ル ミ の 韓 国 内 で の 普 遍 性 を 知 り た い と 思 っ た が 、 青 銅 器 時 代 の く り 抜 き

木 棺 自 体 が 例 が 少 な く 、 材 質 も 異 な っ て い た 。 国 立 中 央 博 物 館 の 李 健 茂 考 古 部 長 の 御

教 示 に よ れ ば 、 慶 尚 南 道 義 昌 郡 東 面 茶 古 里 古 墳 （ Ｂ Ｃ １ 世 紀 ） の ２ 例 の み で 、 材 質 は 次

の と お り で あ る 。

第１号墳クヌギ（（ｌｕｅｒｑｕｓａｃｕｌ；ｈｓｓｉｍａ）

第２号墳ハンノキ（Ａｌｕｎｕｓ、ｊａｌ）ｏｎｉｃａ）

５ ． 原 三 国 時 代 の 資 料

５ - １ ） 郡 谷 里 貝 塚

本 遺 跡 は 国 立 光 州 博 物 館 お よ び 木 浦 大 学 校 博 物 館 に よ っ て 発 掘 さ れ た 、 貝 塚 を 伴 う
集 落 遺 跡 で あ る 。 特 に 木 浦 大 学 校 博 物 館 は １ ９ ８ ６ ～ ８ ８ 年 に か け て ３ 次 の 発 掘 調 査 を 実 施

し、報告書も刊行されている［１０］。

測 定 資 料 は 、 各 貝 層 よ り 検 出 さ れ た 貝 類 ７ 点 で あ り 、 測 定 値 と Ｂ Ｃ 換 算 値 は 次 の と お

り で あ る 。 ２ 度 に わ け て 測 定 さ れ て い る の で 、 Ａ ・ Ｂ と に 大 別 す る 。

Ｎｏ．Ａ１（ハイガイ、ｎ期・）２２００±９０ＢＰ（ＮＵＴＡ-７４４）２５０±９０Ｂｃ

Ｎｏ．Ａ２（アカニシ、Ⅲ期）１９３０±９０ＢＰ（ＮＵ’ｒＡ-７４５）２０±９０ＢＣ

Ｎｏ．Ａ３（マガキ、Ⅳ期）２０６０±１００ＢＰ哨１ＪＴＡ-７４６）１１０±１００ＢＣ

Ｎｏ．Ｂ１（ハイガイ、Ｖ期）２７００±１１０ＢＰＯｔＪＴＡ-９７１）７５０±１１０ＢＣ

Ｎｏ．Ｂ２（ハイガイ、Ｖ期）２２４０±８０ＢＰ（ＮＵＴＡ-９７２）２９０±８０ＢＣ

Ｎｏ．Ｂ３（ハイガイ、Ⅳ期）２２６０±１１０ＢＰくＮＵＴＡ-９７３）３１０±１１０ＢＣ
Ｎｏ．Ｂ４（ハイガイ、Ⅳ期）２２１０±１１０ＢＰくＮＵＴＡ-９７４）２５０±１１０ＢＣ

こ れ ら の 測 定 値 を 文 化 期 別 に 整 理 し 、 崔 竃 鬘 詣 回 ❼ 胞 趾 の 文 化 遺 物 に 基 づ く 年 代 観 と 対

比 す る と 、 次 の と お り で あ る 。
Ⅱ期２５０±９０ＢＣ

Ⅲ期２０±９０ＡＤ

ＢＣ２世紀後半～１世紀前半

ＡＤ１世紀後半
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Ⅳ 期

丿ｊ

ｊｌ

Ｖ 期

ｊｌ

３１０±１１０ＢＣ
２５０±１１０ＢＣ

１１０±１００ＢＣ

７５０±１００ＢＣ

２９０±８０ＢＣ

ＡＤ２世紀初頭～前半
ｊノ

ＪＪ

ＡＤ３世紀前半

ｊ／

ｎ ・ Ｉ 期 に お い て も 年 代 の 開 き が 大 き い が 、 Ⅳ ・ ｖ 期 に な る と 測 定 値 自 体 も 逆 転 し

て お り 、 問 題 が 大 き い 。 測 定 自 体 に 疑 問 点 が な い 限 り は 、 層 序 の 撹 乱 ま た は 再 堆 積 を

想 定 し な け れ ぱ な ら な い で あ ろ う 。
５ - ２ ） 勒 島 貝 塚

本 遺 跡 は １ ９ ８ ５ ～ ８ ６ 年 に ２ 次 に わ た って 釡 山 大 学 校 博 物 館 に よ って 発 掘 さ れ た 、 貝 塚

を 伴 う 集 落 遺 跡 で あ る 。 測 定 資 料 は 、 住 居 地 区 の Ｉ Ａ 区 と 墓 地 お よ び 貝 塚 の Ｉ Ｃ 区 に
お い て 採 取 さ れ た が 、 住 居 地 区 以 外 は ま だ 報 告 書 は 刊 行 さ れ て い な い ［ １ １ ］ 。

資料はいずれも貝類であり、Ｎ０．１は第２号住居址の覆土中の貝層、Ｎ０．２～４はＩＣ
区 の 貝 層 か ら の 採 取 資 料 で あ る 。

Ｎ０．１（マガキ）２２９０±９０ＢＰ（ＮＵＴＡ-３５２）３４０±９０ＢＣ

Ｎ０．２（マガキ）２１８０±１００ＢＰ（ＮＵＴＡ-３５３）２３０±１００ＢＣ

Ｎ０．３（マガキ）２１１０±１３０ＢＰ（ＮＵＴＡ-３５４）１６０±１３０ＢＣ

Ｎ０．４（マガキ）。２１７０±１１０ＢＰ（ＮＵＴＡ-３５５）２２０±１１０ｂＣ

こ れ ら の 測 定 値 を 鄭 澄 元 教 授 の 文 化 遺 物 に 基 づ く 年 代 観 と 対 比 す る と 、 次 の と お り

である。

第 ２ 号 住 居 址 出 土 の 土 器 群 は 典 型 的 な 勒 島 Ｉ 式 土 器 で あ り 、 そ の な か に は 城 ノ 越 式

な ど の 北 部 九 州 の 弥 生 中 期 の 土 器 も 含 ま れ て い て 、 Ｂ Ｃ ２ 世 紀 中 葉 ～ １ 世 紀 前 半 と 考 え
ら れ て お り 、 測 定 値 は や や 古 す ぎ る 感 が あ る 。
ま た 勒 島 式 土 器 は 郡 谷 里 貝 塚 の Ⅲ 期 に も 共 通 し て お り 、 そ れ ら の 年 代 は 今 後 さ ら に

検 討 を 重 ね る 必 要 が あ る 。

６ ． 今 後 の 課 題

上 に 記 し た よ う な 結 果 を 踏 ま え 、 今 後 の 課 題 と し て 次 の ３ 点 が 指 摘 さ れ る 。

１ ． 測 定 資 料 の 堆 積 プ ロ セ ス の 検 討 。

２ ． 土 器 編 年 と の 不 整 合 に つ い て の 検 討 。

３ ． 日 韓 と も に 測 定 資 料 の 増 加 。

ま た 建 築 材 や 棺 材 な ど の よ う に 、 そ れ ら の 文 化 史 的 な 意 義 に つ い て も 検 討 を 加 え る

こ と が 重 要 で あ る 。

謝 辞
最 後 に 、 本 研 究 を 進 め る に 当 っ て 種 々 御 教 授 を 頂 い た 先 生 方 の 御 芳 名 を 銘 記 し 、 衷

心 よ り 深 謝 の 意 を 表 す る 次 第 で あ る （ 敬 称 略 ） 。
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・崔盛洛（木浦大学校）、鄭澄元・安在皓（釡山大学校）、金東鎬・ｉ；４ｆ奉謹（東亜大

学校）、朴九秉（釡山水産大学）、金建洙（名古屋大学研究生）。
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第 １ 表 年 代 測 定 値 ニー 覧 表

測定年度 遣 跡 名 時 代 資剔 測定値（Ｂ。Ｐ．） ＮＵＴＡ番号

１９８７年Ⅲ期
ｌｊ
７ｊ
ｊｌ

慶 尚 穆 瑠 順 延 貝 塚
ノノ
ｊノ
ｊ７

原 三 国 時 代
／／
刀
ｊ／

貝 類
μ
／ｊ
／Ｊ

２２９０士９０
２１８０土１００
２１１０土１３０
２１７０土１１０

３５２
３５３
３５４
３５５

１９８８年Ｈ期
ｊｊ

慶 尚 甫 遊 山 登 貝 塚
μ

新 石 器 時 代
フノ

貝 類
／Ｊ

４６６０土１３０
４３６０土１１０

６７８
６７９

１９８８年Ⅲ期
Ｊア
ノフ

全 羅 街 道 郡 谷 里 貝 塚
７１
／７

原 三 国 時 代
タｊ
フノ

貝 類
ｊｊ
７ｊ

２２００土９０
１９３０士９０
２０６０士９０

７４４
７４５
７４６

１９８９年ｎ期

ｌｊ

ｊｊ
７７
／ｊ
７丿

／１

全羅街道大谷里遺跡 青銅器時代 木片 ２２００士９０ ９１６

忠清南這松菊里遺跡 青銅器時代 炭化材 ２５００土９０ ９１７

全 羅 南 道 郡 谷 里 貝 塚
ノｊ
ｊ／
７ｊ

原 三 国 時 代
７ｊ
ノノ
ノフ

貝 類
丿ノ
ノノ
フノ

２７００士１１ａ
２２４０土８０
２２６０土１１０
２２１０土１１０

９７１
９７２
９７３
９７４

慶尚甫遊山登貝塚 新石器時代 人骨 ３１７０土１００ ９７５

１９８９年Ⅲ期 慶尚南遺風渓里遺跡 新石器時代 クル ミ ４０６０土１５０ １０３４

１９９０年ｎ期
７丿

全 羅 奇 道 松 島 貝 塚
／７

新 石 器 時 代
刀

木 片
７７

５４４０士１７０
５４３０土１７０

１３３４
１３３５
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